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1926　萬國博　0　時1水 星 金 星
II月　　10日
IV月　　1日
O．990
o．oe4
O．012
O．389
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VI月　　5日
VIII月　　4日
IX月　　18日
O．999
O．027
0．998
O．699
O・875
O．958
位相角iはさんな風に攣化しうるかεいふ芝を考へて見る必要があるが、自前
にまつ離隔の方から調べて見るこεにしよう。地球や金星が太陽の周りを廻る
中に三つのものが色々な位置歌態を表はすけれさも．三者の立面から云へば太
陽ε地球εは静止してみて金星丈けがグルグル太陽の周りを廻るものミ考へて
差支へないものである。最初金星が太陽地球の間にあって一直線をなす場合に
は離隔は○度で師ち地球から見て太陽ε金星の黄経は等しい時である○夫から
金星が4漁りして太陽の向う側へいってまナこ一直接をする場合には前同様雑面
は○度で又地球から見た太陽金星の黄繧が等しいのである。こんな歌曲を金星
が太陽E合（c・njuncti・n，　k・nlunl・ci・）をなすSいふ。禧旨の場合師ち金星が太陽の
手前へ凝る場合を内合（infe・i・r　c・njuncti・】ユ，　malsupra　k・njunkci・）εいひ・太陽
の向う側へ行った場合を外合（・up・・i・・c・njun・ti・n，　・up・a　k・njunk・i・）ミいふ。
この内外の代りに或は下合、上国ミも構へる入もあるが甚だ紛らはしいから・
内合外合ε構へたいものである。
　合から後には段々離隔が大きくなってゆくが、ある極限以上に大きくなるこ
εは不可能である。それは第一圖から客易に畳ミるこεが出料るであらう。こ
の極限の：角度は各遊星に対して一定してみるもので．水星は27。19ノ金星は450
45’位のものである。こんな風に金星が太陽から最も離れるこεをそれが最大
離隔（9reatest　elongation，　plejgranda　elongacio）に達したミ与する。尤もいつの
最大離隔の時でも常に一定の角度になるεいふ繹ではないので、その場合々々
で蓮ってみる。離隔が段々大きくなってその角度まで達するSもう大きくなら
ないで小さくなって終ふのである。そんな意味から最大εいふ文字を嫌って極
大離隔ミいふ入もある。
　次にこの最大離隔の附近の様子を考へて見るε．一旦遊星が動いてゐtc方向
を引き返すのであるから暫くの間遊星が地球から眞っ直ぐな方向に動く時期が
あるに相違ない。師ち右へも左へも振れすに地球ミ遊星ミを結ぶ直線上に（こ
れを覗線の方向ε云ふ）或は近づくなり叉遠ざかるなり何れにしてもその直線
に滑って動く場合が屹度ある筈である。その場合には見掛けの上では静止して
みる様に見えるので之れを留（Stationary，　senmovajo）ミいふ。一寸考へるSこ
の留ε最大離隔εは同時である様にも思はれるが．留は全く太陽の位置には關
係ないもので．離隔は地球から見た太陽金星の相蜀位置であるεいふこミがら
でもそこに差違があるこεに．大艦推察が出來るのである。そして留の以前に
右の方へ動いてゐ牝ものなら、留の後には左の方へ動く筈であってこれを天球
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上の蓮動εして見れば今迄金星が天球を西へ動いてゐナこものなら留から後には
東へ予行してゆく一一一2Pち逆行が留を界ミして順行にうつるミいふ課である。
更に次の留を孕るε今までの順行が再び逆行にかNわるのであ．る。
　離隔はこの様にして○度から段々大きくなって、ある角度に達するミまた段
，々小さくなって再び○度に戻るものであるか．位相角は平しもそうではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつ外合の時分には爾方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共に○度であるが、離隔
　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　ミ：共に位相角も段々大き
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くなって離隔が最大を経
過して後縮小してみるに
抱らす．位相角は爾々大
きくなって．燧に内合の
場合には1sooに達する
に至るのである。内含か
ら開平をつX“ける場合に
は全く只今の場合ざ反i蹴
であって位相角は18ぴ
より外合に至ってぴに返
へるεいふ径路を示すの
である。それで前に述べ
ナこ所のkは外合の時…には
1であって内合の時に○
εなる謬で師ち外合では満月で内合には新月（月は四過當の言葉であるが）にな
るεいふこEである。この事は別段目新しい結論ではなくて至極李凡な豫期通
りのものに外ならない。只月の場合には満月は衝の場合に起り、新月は合の場
合であっナこが金星の場合には．何れも合の場合に起る現象であるこεを注意す
る必要がある。
　なほこの際一言す犀きこεは金星の光度のこεである。金星が最も光輝を附
して峙々白書にも認められ一般人の注意を惹いてみるが・それは決して満月の
場合ではない。そういへば不思議に見えるかも知れない。一罷金星が光るのは
太陽の光りを受けて之れを反射するに依るのであるから太陽からの距離に關係
があるこεは勿論のここである。さり乍りこの距離の早早は冒しナこものでない
から金星そのものX光輝は大剛一定S見て宜しい。然し同じ明るさのものでも
近いεころから見た場合ε遠いミころから見た揚合では全く光輝が違ふ筈で・
しかもこの地球からの距離がまた凄まじく憂化する。内合のεきには一番近く
て太陽地球間の丁丁距離（有れを天文軍位ミ普通構へる）の約四分の一位にもな
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るが．外合のεきは一番遠くて天文箪位の七割壇し位の距離になるから前の揚
合に比べるミ約七倍位の遠さになる誕である。それで全面輝いてみる外合の場
合には一番遠く．叉折角近くても内合の場合には全面闇だミいふ課で最も光輝
の大なる時は三日月形に輝いてみる場合に相當するミいふこEは一’Y’驚かされ
るであらう。
夏
野來れば、人は言ふ
ゆるやかに波寄する眸
南國の、腺隅の葉蔭に
涼電らむ。
あるに叉、山；注の
白樺の木立の奥に
塵の世かし1［’し忘れて
笛吹かむ。
s　tllあれご
山荘亡二二の家に
美しき憧れ’にこそあれ
『額に汗ぜむ』われ等にに
はかなくも空しき願なり。
されご二
二らに、な悲しみそ
炎陽s汗の書去れば
大ひなろ星の家
人の世為抱擁むべければ。
　　　　つつ
されば潜、か、る時
湯あみの後の衣も引く
仰げ。夏の夜の大空准。
見よ。南天に銀河すぐ立ち
『大火』ば璽光の如く赤く
『白鳥』舞ひて天頂に歌ふ。
さてま象『織女』S『牽牛』ii：
人の世の慧の守り亡
麗しく向ひて立てり。
夏の夜の星に美し、山es　S
字毎邊の家のなミご要あらめやも。
　　　　　　　　（星見小路）
